
NPO法人日本語とエクスチェンジの会 事業報告書(日本語支援) 

 

事業 ID: 2022015154 

事業名: ウクライナ避難民へのオンライン日本語教育及び行政手続きの支援 

助成機関: 日本財団 

 

1. 事業内容 

(1)時期: 2022年6月～2023年3月 

(2)場所: オンライン 

(3)対象者: 5名（ウクライナ難民） 

【活動概要】 

日本在住のウクライナ女性2名へオンラインクラスを開講しました。2022年6月の授業初日時点では、簡

単な会話のみができる状態で、カタカナや漢字を読むことなどは難しい状態でした。毎週1、2回の受講を9

か月間続けることで、2023年3月時点では、当初よりも使用語彙が各段に増え、漢字やわからない単語

があっても文脈から会話の内容を把握することが可能となりました。また、2022年8月には清風情報工科

学院に在籍する高校生2名への夏休み中に補講を開催しました。 

 

【活動内容】 

1．受講者A 

初回ヒアリング時の様子 

2022年4月にウクライナから日本へ避難された20代女性。英語でのコミュニケーション可能であるものの、

日本語0初級であったことから、初回打ち合わせ時にはロシア語対応可能なスタッフを介してヒアリングを実

施。 

 

授業スケジュール 

週2回のオンラインレッスンを開講。 

月曜日:文法（セルビア人講師） 



金曜日:発音・会話メイン（日本人講師） 

 

使用教材 

・入門  いろどり 生活の日本語 

・まるごと（教材・音声ダウンロード） 

・他、各講師が作成した教材 

 

レッスンの成果 

2023年3月31日の最終レッスン後、ヒアリングを実施。簡単な日常会話は問題なく、運営スタッフとの日

本語のやりとりもよく理解し受け答えが可能な状態であった。実際のヒアリングはロシア語通訳を介して行わ

れたものの、初回ヒアリング時と比べ、日本語能力は各段に向上している。本人も、11カ月の間プロの日

本語教師の方に教えて頂き、授業スタイルやカリキュラムも大変満足しているとのこと。生活に必要な会話

ができる程度の単語や表現を学ぶことができ、漢字の練習もしたので少しずつ覚えることができている様

子。ヒアリング詳細や今後の活動ついては、別途提出資料（ヒアリング資料、日報など）参照。 

 

レッスンの様子 

 

 



 

 

 

 

 

 



2．受講者B 

初回ヒアリング時の様子 

バレエ教師をされている女性。避難以前に日本でバレエを2か月間教えた経験があり、日本語もウクライナ

在住時に「みんなの日本語」を用いて半年間独学で勉強していた。その為ひらがなは無理なく読めるが、カ

タカナや漢字は苦手とのこと。日本語を使ってコミュニケーションをとることには慣れている印象もあり、できる

だけ日本語で答えようとしている。 

 

授業スケジュール 

週1回のオンラインレッスンを開講。 

木曜日:発音・会話メイン（日本人講師） 

 

使用教材 

・入門  いろどり 生活の日本語 

・まるごと（教材・音声ダウンロード） 

・他、各講師が作成した教材 

 

レッスンの成果 

来日時よりも会話が一段とスムーズになった印象。運営スタッフとも、日本語で問題なく会話ができる状

態。特に発音や会話の自然さはより向上している。バレエ講師として日本で働いており、生徒やスタッフとも

日本語で会話できているとのこと。ヒアリング詳細や今後の活動ついては、別途提出資料（ヒアリング資

料、日報など）参照。 

 

 

 

 

 

 



レッスンの様子 

 

 

 



3．受講者C及びD 

対象者詳細 

大阪清風情報工科学院が受け入れているウクライナ難民の学生2名。 

 

授業スケジュール 

夏休み期間を利用して、2022年8月9日～19日のうち7日間、1日3時間の授業を開催。 

 

使用教材 

・みんなの日本語初級I 第2版 

・他、講師作成のオリジナル教材 

 

レッスンの成果 

夏休みの限られた期間の補講であったが、教材のみでなく、絵やクイズ、カードを用いたレッスンが行われ、

日本語学習を楽しまれていた様子。受講者2名でロールプレイをしたり、わからないところは互いにサポート

やアドバイスしたりと、短期間ながらも実践的に学ばれていた。 

 

レッスンの様子 

 



 

 

 



5．受講者E 

初回ヒアリング時の様子 

受講者Aの母親である50代女性。2022年4月にウクライナから日本へ避難。普段は受講者Aの娘の面

倒を見ている。英語でのコミュニケーション可能であるものの、日本語0初級であったことから、初回打ち合わ

せ時にはロシア語対応可能なスタッフを介してヒアリングを実施。 

 

授業スケジュール 

受講者Aと共に週2回のオンラインレッスンを受講する予定だったものの、受講者Aの娘の世話もあり、数回

のみ受講。 

月曜日:文法（セルビア人講師） 

金曜日:発音・会話メイン（日本人講師） 

 

使用教材 

・入門  いろどり 生活の日本語 

・まるごと（教材・音声ダウンロード） 

・他、各講師が作成した教材 

 

【活動報告】 

幅広いユーザーを対象に、ウクライナ難民の方への支援への意識啓発を目的に、従来の報告手段に比べ

て効率的で迅速な情報共有が可能であるSNSプラットフォームを通じて、当該活動のレポートを行いまし

た。 

・Facebookへの投稿 



 



 

 



・Twitterへの投稿 

 

 

 

 

 


